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飛騨市合併20周年記念  

第5回飛騨市Well-Beingフォーラム 

すべての小中学校に「学校作業療法室」 

 プログラム 
≪午前の部≫ 

                     司会進行：鹿野昭幸（NPO 法人はびりす理学療法士） 
 

9：00ー 9：10 オープニング  

芳村しずく ①オリジナル曲  ②奄美民謡    
父（ピアノ）、母（コーラス、太鼓、お囃子）とのセッション 

昨年の飛騨フォーラムで奄美民謡を歌い好評を博す。昨年の同フォーラムに登壇された徳之島の

芳村潔政 OT の長女。"徳之島”という世界自然遺産の島で暮らす 2011 年生まれの中学生。小 2 か

ら島唄を指宿桃子氏に師事し、小 6 で民謡民舞少年少女全国大会に出場。小学校卒業記念に禎一

馬氏作詞作曲「この島で」をレコーディング。第 43 回奄美民謡大賞にて少年の部最優秀賞。 

          
9：10ー09：15 開会のことば  

都竹淳也飛騨市長 
 

9：15ー10：00 講演 １   

「アメリカで生まれた学校作業療法 〜のぞいてみよう〜 」 

松田直子 メリーランド州公立学校所属／作業療法士（OT） 

関西外語短大を卒業後、渡米し、オハイオ州立大学に通い、作業療法士資格を取得。アメリカにて

学校専属の作業療法士として 20 年以上培ってきたキャリアを持つ臨床家。アメリカの学校で臨床

を行う数少ない日本人 OT として、アメリカでの実践や新しい視点を日本の OT へと伝えている。 

 
10：00ー10：50  講演 ２ 

「天下無双のじぶん研究 〜自分を知らなきゃ始まらない〜  」 

            倉澤茂樹 福島県立医科大学保健科学部作業療法学科教授／作業療法士（OT） 

日本国内における「自分研究」の先駆者。高校の通級で、先生と生徒と「自分研究」の実践を行い、

研究を進める。実践と研究の両輪からなる「自分研究」には今までの OT 実践にはない、新しいエ

ッセンスが詰まっている。子どもの高次脳機能障がい、発達障がいのある方々への治療・支援にも

注力。研究テーマは「作業療法士と学校の教職員との協業」「自閉スペクトラム症や限局性学習症

などの認知・身体特性」 
 
10：50ー11：25  講演 ３ 

活動報告「作戦マンの白熱教室〜HIDA モデルの実践報告〜」 

奥津光佳 NPO 法人はびりす／作業療法士（OT） 
         全国初の学校作業療法室専属作業療法士として今注目を集める話題の OT 

塩津裕康 中部大学生命健康科学部作業療法学科講師／作業療法士 
              学校作業療法室支援の基礎となる CO-OP の日本人初の認定セラピスト 

下出尚弘 飛騨市教育委員会教育長 

        古川小学校長時代に作戦マン 3 号として学校作業療法室を推進 

 
11：25ー11：30 学校作業療法室開設を目指す自治体のご紹介 

    大阪府河内長野市 西野修平市長あいさつ 

   長野県駒ケ根市   本多俊夫教育長あいさつ 
 
11：30―11：35 ふるさと納税のご案内   

都竹信也飛騨市市民福祉部次長 
 
※時間帯は予定です。それぞれ時間が後ろへ押すことが予想されますのであらかじめご了承ください。 

資料ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

期限 3 ヶ月 

 

資料ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

期限 3 ヶ月 

資料ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 
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≪午後の部≫  

 そこもっと！ ニッポン作戦会議 〜3 時半まで生討論 異論 反論 大激論〜  
  

13：00ー13：15 飛騨市 well-being フォーラムー第 1 回から第 5 回までのあゆみー 
奥津光佳 NPO 法人はびりす／作業療法士 

  

13：15ー13：40 パネリスト紹介（午前中に登壇していないパネリストのご紹介） 
大嶋伸雄 大阪河崎リハビリテーション大学大学院生活行為科学領域教授／作業療法士 

       (日本)社会作業療法士協会代表理事 
町村純子 株式会社ゆう地域支援事業團 代表取締役／保健師 
三浦正樹 ボバース記念病院リハビリテーション部作業療法科主任／作業療法士 
山口清明 特定非営利活動法人はびりす代表理事／作業療法士 

 
13：40－14：30 ≪第 1 テーマ≫   

「激論！！超少子超高齢化が急加速する中、急増する発達問題と学校で起きる様々な社会現象 
 ドーなっている？！」        

ファシリテーター：鹿野昭幸（NPO 法人はびりす理学療法士） 

▷倉澤茂樹 福島県立医科大学保健科学部作業療法学科教授／作業療法士 
  「自分研究は本当にうまくいくのか？そこまでやらないといけないの」 
▷大嶋伸雄 大阪河崎リハビリテーション大学大学院生活行為科学領域教授／作業療法士 
  「数ばかり多くて目立たない。今の OT の現状は誰が作ったのか？ なぜ変われなかったのか？」 
  「大嶋先生先生世代は何をやってきたの？」 
▷三浦正樹 ボバース記念病院リハビリテーション部作業療法科主任／作業療法士 
  「WHO を中心としたこれまでの赤ちゃんに対する常識は間違っていたの？本当の姿は？」 
▷松田直子 メリーランド州公立学校所属／作業療法士（アメリカ） 
  「アメリカから見て日本はどんな国なのか？ 窮屈？」「アメリカには不登校がいるのか？」 
▷町村純子 株式会社ゆう地域支援事業團 代表取締役／保健師 
  「企業にのっとられてしまった育児環境？今、赤ちゃんとお母さんに何が起きているの？」 
▷塩津裕康 中部大学生命健康科学部作業療法学科講師／作業療法士 
  「これまでの発達支援の専門家のあり方を問う？塩津博士の野望は？本音を聞かせて！」 
▷山口清明 特定非営利活動法人はびりす代表理事／作業療法士 
  「福祉や医療が学校に行っていいのか？ 嫌がられないのか？山口の動機は何？」 
▷都竹淳也 飛騨市／市長 
  「福祉に予算を割くことに反対意見もあったと聞いたが？都竹市長の剛腕を大解剖したい」 

［まとめ］青木陽子 飛騨市市民福祉部総合福祉課 飛騨市地域生活安心支援センターふらっとセンター長  

「飛騨市の途切れのない発達支援の取組紹介」 
 

 
14：30－ 客席と登壇者の質疑応答 
      ［まとめ］：都竹信也 飛騨市市民福祉部次長兼総合福祉課長 「飛騨市の今後の取組みの方向について」 

 

15：20－15：30 閉会 鹿野昭幸（NPO 法人はびりす理学療法士） 


